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結果:CGMで測定した血糖（sensor Glu ）の 1日平均は、非透析日と比較して透析日が有意に低かった (透




数とした単回帰分析した。従属変数は、透析後から 6時間の CGMの平均血糖（sensor Glu360）とした。結果
は、透析後の BS（β=0.56 p=0.01）,透析後のMG（β=0.64 p=0.005）、ΔIRI（β=-0.52 p=0.03）が強い関連を
認めた。これら関連の強い 3 因子を独立変数とし、sensor Glu360 を従属変数に重回帰分析した。結果、透析




大血管障害を惹起する AGEs の前駆物質の１つである MG は、本研究から、透析終了時の MG 高値が透析
後の食後血糖に影響することが明らかとなった。 
今後、透析患者の食事時期や MG の血中濃度を低値にする治療検討により、更に血糖コントロールを改善
するかについて、検討する必要性がある。 
 
